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神戸宣言の取組結果と今後の取組について
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１．神戸宣言に対するアルミニウム業界の取組み
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４つの経営理念

一、経営のリーダーシップと体制強化

二、安全投資の促進

三、安全人材の育成と安全教育の拡充

四、重点課題への取り組みと成果共有

・会員各社にて安全活動計画に織込

・当協会安全委員会の活動を通じて
その成果と会員各社の取組の成果
を共有



２．安全委員会活動
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一、経営のリーダーシップと体制強化

二、安全投資の促進

三、安全人材の育成と安全教育の拡充

四、重点課題への取り組みと成果共有

本部委員会 (４回/年 １２事業所)

委員長 <輪番/経営層> ← 官民協議会構成員

関東地区委員会
(  同 １１事業所)

関西地区委員会
(  同 ９事業所)

北陸中部地区委員会
(  同 １４事業所)



２．安全委員会活動
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一、経営のリーダーシップと体制強化

二、安全投資の促進

三、安全人材の育成と安全教育の拡充

四、重点課題への取り組みと成果共有

災害区分 休業 不休業

発生場所 事故の型

年　齢

経　験

 〔状況〕

 〔略図〕

 〔原因〕  〔対策〕

11-4 その他

エアーコンプレッサーモーター据付作業で指をはさまれる

エアーコンプレッサー室 はさまれ、巻き込まれ

　２年

朝から３名でエアーコンプレッサーモーターO/H後の組立時にモーターとコンプレッサーを繋ぐカッ
プリングﾞを、リーマーボルトで固定させる作業を開始した。被災者がボルト穴を確認すると回転方向に
約１㎜のズレが有り、モーター側のシャフトをチェーンレンチを使って１㎜移動させる事とした。被災
者は右手でチェーンレンチを上側に引き左手はズレを確認する為ボルト穴に左手人差指を入れて確
認し、右手のレンチをほんの少しだけ動かすつもりで回したところ本人が思っていたよりも多く回転
し、指をはさんだ。

 ＜人＞
１．　指を回転部に安易に入れてしまった。

＜設備＞
１．　カップリングのリーマーボルト穴の位置合わ
　せ難く かった。
2．　一方向しか回せないチェーンレンチを使用し
　た。

＜管理＞
１．　作業標準書が無く、オーバーホールは10年
　周期の為、作業ﾘｰﾀﾞｰも経験が薄く、作業手
　順を思い出しながらの作業であった。

 ＜人＞
１．　大小含めてカップリングの穴には指を入れな
　い事の教育を繰返し教育として計画を立て
　実施する。

＜設備＞
１．　リーマーボルト穴に寸法を合わせた砲金製
　ボール芯を使用する。
2．　この作業でのチェーンレンチの使用禁止し、
　カップリングを正逆転できる治具を作製した。

＜管理＞
１．　作業標準書を作成し教育を実施した。

発生年月 2020年11月
　24才

負傷部位 左手第２指挫創

【災害発生状況】 【対策後】

「 労働災害報告書 」

委員会所属事業所より所定の書式にて発生
随時協会事務局あてに送付され、委員会で
状況・原因・対策が報告された後、出席全
委員にて質疑応答・再発防止の助言・類例
の注意喚起等を行う。



２．安全委員会活動
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一、経営のリーダーシップと体制強化

二、安全投資の促進

三、安全人材の育成と安全教育の拡充

四、重点課題への取り組みと成果共有

「 労働災害事例集（Ａ４版）」

労働災害報告書を半年単位でまとめ、業界
（協会々員事業所＋α）の災害統計資料
（半期・通期）を加えて製本・頒布。



２．安全委員会活動
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一、経営のリーダーシップと体制強化

二、安全投資の促進

三、安全人材の育成と安全教育の拡充

四、重点課題への取り組みと成果共有

「労働災害事例検索システム（会員HP)」

1977年以降の労働災害報告書(約2800件)
を登録しており、アルミニウム業界内の
他社事例を参照して 再発防止・対策等
に役立てるシステム。



第102回 管理監督者体験交流会
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2022年6月24日(金)

10:30～16:30

リモート開催

参加134名（21社 36事業所）

・体験発表 ４事業所

・グループ別討論
４テーマ９グループ

・講 演 東京工業大学

特任教授 中村昌允 先生

「 安全管理の基本とヒューマンエラーの防止 」

２．安全委員会活動

一、経営のリーダーシップと体制強化

二、安全投資の促進

三、安全人材の育成と安全教育の拡充

四、重点課題への取り組みと成果共有



第1回 危険体感安全教育 情報交換会
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2022年４月13日(水)

1４:０0～16:０0

リモート開催

参加101名（15社 32事業所）

テーマ

「はさまれ・巻き込まれ」

危険体感教育設備導入済の

4事業所から動画を用いて

事例発表

↓

終了後 質疑応答・情報交換

一、経営のリーダーシップと体制強化

二、安全投資の促進

三、安全人材の育成と安全教育の拡充

四、重点課題への取り組みと成果共有

２．安全委員会活動
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令和３年度労働安全優良事業場を表彰 ハイブリッド(初)

・特別優良賞 20社20事業場 ・優良賞 7社7事業場

表彰式：2022年5月24日(火)   於)東京プリンスH   

３．安全表彰

一、経営のリーダーシップと体制強化

二、安全投資の促進

三、安全人材の育成と安全教育の拡充

四、重点課題への取り組みと成果共有



４．公的活動・顕彰 等
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全国産業安全衛生大会 ( 中央労働災害防止協会 )

事例発表：各回１事業所

「 緑十字賞 」 推薦 (  同 )

安全優良職長 推薦 ( 厚生労働大臣顕彰 )



５．労働災害統計
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不休業 休業

一、経営のリーダーシップと体制強化

二、安全投資の促進

三、安全人材の育成と安全教育の拡充

四、重点課題への取り組みと成果共有

対象 47社 120工場 33,733名（12月末現在）発生件数の推移



５．労働災害統計
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度数率の推移 対象 47社 120工場 33,733名（12月末現在）

一、経営のリーダーシップと体制強化

二、安全投資の促進

三、安全人材の育成と安全教育の拡充

四、重点課題への取り組みと成果共有



５．労働災害統計
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全産業

強度率の推移 対象 47社 120工場 33,733名（12月末現在）

一、経営のリーダーシップと体制強化

二、安全投資の促進

三、安全人材の育成と安全教育の拡充

四、重点課題への取り組みと成果共有



５．労働災害統計（分析）
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一、経営のリーダーシップと体制強化

二、安全投資の促進

三、安全人材の育成と安全教育の拡充

四、重点課題への取り組みと成果共有
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件数

事故の型別（災害事例集より）

事故の型別

労働災害統計の内、災害報告書により報告された事例
の統計であり母数が少ないが（N=73）、

「はさまれ、巻き込まれ」が 34％ を占め従来通り圧
倒的に多く、以下「切れ・こすれ」16％「転倒」15％
「墜落・転落」10％と続く。



５．労働災害統計（分析）
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一、経営のリーダーシップと体制強化

二、安全投資の促進

三、安全人材の育成と安全教育の拡充

四、重点課題への取り組みと成果共有

年齢別 では56歳以上が多く（22%）、次に18～25歳（18%）

が多いが、全ての年代で例外なく発生している。

経験年数別 では１年未満が22％を占め、２年未満まで

含めると33%を占める。また、5年以上15年未満 も32％であり
多い。
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現在の活動を継続し、

・工場見学会

・異業種交流会

の再開を図りたい。

また、

・安全委員会活動参加事業所の更なる拡大

に取り組む所存です。

以 上

一、経営のリーダーシップと体制強化

二、安全投資の促進

三、安全人材の育成と安全教育の拡充

四、重点課題への取り組みと成果共有

５．今後の取組


